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ておりました白と ζろが， 2年になって六高から転任されて来られた宮崎市定先生， 当
時は先生が世界的な学者だといったととはまったぐ知る由もなかったわけでありますが，
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その J宮崎先生の東洋史り講義の最初四時間に， 生徒の一人がなにを参考書に読んだらよ
ろしいでしょうかと質問いたしました。 きっ左なにか難しい書防の名をあげられるので

































































124 (328) 第 110巻第5号
くらいでした。
実際に，最近の松井君は身体を大変いたわっていたように思いますυ 以前jは一緒に街
で酒を飲みましても，かれは酒に飲まれる方で， ぼくがだいたい11時頃になると限度に
きて帰ろうといっても仲々帰らず，放っておきますと深夜非常におそ〈なって帰り， 奥
さんを相当悩ましていたようでした。 しかし，最近は人が変ったように自己規律をL，
街でほとんど酒を飲まなくなりました。昭和4年から 7年にかけて三高を卒業した者で
桜章会という会を作って担りますが， その会合にも最近はまったく出てこなくなりまし
た。この立うに身体をいたわっていた松井君が突然亡〈なったわけです。
9月6日の昼すぎ，家に帰ったと ζろ， 家I司が悲憤な顔をしていま不原さんから松井
さんが亡くなられたと電話があったというのです。 とるもりもとりあえず御池にある日
赤の救急病院にかけつけま Lたが，入口で奥さんに出会い， お悔みをいおう主いたL主
しても，ショックが大きかった故か声がのどにつまってなにもいえないりです。 そのあ
と暫らくして，追体を家に運ぶため，タンカに移すりを手伝いましたが3 ぼくのもった
松井君の股のところは生きているのと同じようにまだ柔かでした。 しかし，そこにみる
松升君は， もはや野尻で元気に話かけていた松井君ではありませんでした 4ヵ月前。
5月21日に， 松井君の教えをうけた人達が催された京都ホテルの盛大な還暦祝賀会の席
上，そ白フィナ レをかざってみなで「紅燃ゆる」を歌いましたが，そりとき， 松井君
Eぼ〈とが演壇に上わ，肩を細み足をふみならしながら，音頭をとりました。あの時の
元気で楽しそうだった松井君。姿が急に日に浮び，なんともレえない気持になりました。
松井君。冥福を静かに祈りたく思います。
